
農山漁村被災者受入円滑化支援事業
【 】１９３百万円

対策のポイント
被災地から他の地域への移転を行わざるを得ない被災農家等に対し、受入

れ情報の提供や受入れ地域とのマッチング等の支援を行います。

＜背景／課題＞

・現在、農林水産省では、東日本大震災の被災者支援の一環として 「農山漁村被災者、

受入れ情報システム」により、農山漁村地域における農地、雇用、住まい等の受入れ

情報を被害を受けた地域に提供しているところですが、このところ、他の地域での営

農や雇用を希望する被災農家等が増えています。

・こうした状況を踏まえ、他の地域において営農の再開を希望する被災農家等に対し、

受入れ地域とのマッチング等のきめ細やかな支援を実施し、被災農家等の意向を踏ま

えた円滑な移転を進めます。

政策目標

本事業を活用して被災地域から移転した農家の離農率が全国平

均以下であること

＜主な内容＞

「農山漁村被災者受入れ情報システム」による情報提供に加え、世話人が被災農家等

と受け入れ可能な農山漁村地域との適切なマッチングを行うことにより、被災農家等の

意向を踏まえた円滑な移転を進めます。

（１）関係機関との調整 ６百万円
他の地域への移転を希望する被災農家等の地元市町村等との調整を行います。

（２）被災農家等の意向確認 １４９百万円
被災農家等への受入れ情報等の提供・説明や訪問等による今後の意向の確認を

実施します。

（３）被災農家等と受入れ地域とのマッチング ３８百万円
受入れ地域における農地の状況等の事前調査や、移転を希望する被災農家等と

受入れ側の地域とのマッチング等を実施します。

補助率：定額

事業実施主体：民間団体等

お問い合わせ先：

農村振興局中山間地域振興課 （０３－６７４４－２４９８（直 ））



農山漁村被災者受入円滑化支援事業

○ 被災地から他の地域へ移転を行わざるを得ない被災農家等に対し、「農山漁村被災者受入れ情報システム」によ
る農地、雇用、住まい等に関する情報の提供に加え、受入れ可能な農山漁村地域とのマッチングの推進等の支援を
実施。

農 山 漁 村 被 災 者 受 入 れ 情 報 シ ス テ ム

情報提供

○農地・耕作
放棄地の活用
に関する情報

○農林水産関
係の雇用等の
情報

○空き家等の
住まいの情報

受入れ市町村等

◇農地、雇用、住まい
等に関する情報の
収集

◇農地の所有者や雇
用主等の関係者と
の調整 等

被 災 農 家 等

○見通しがつくまで仮住まい
○他地域での生活再建
○グループ単位での移転 等

ステップ２ 意志表示

ステップ１ 説明会への参加

ステップ３ マッチング同意

ステップ４ 受入れ市町村へ
（ 営農等を継続 ）

問い合
わせ・
相談

被
災
市
町
村
等 世話人の設置・活用

・受入地域への事
前現地調査

・被災農家等と受
入地域とのマッ
チング 等

・受入れ情報等の
提供・説明

民間団体等（公募）

情報活用

・被災農家等の意
向確認

調
整

情報活用事業費・国費等

対象地域

補助対象

補助率

交付の流れ

３次補正事業費：1.9億円
(うち国費1.9億円)

国
↓
民間団体等（公募）
↓
被災農家等

被災地域(被災15県内)

被災農家等

定額

・マッチング結果
の連絡
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